
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第 1111７３７３７３７３号号号号    

平成 25年８月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだよへんさんだよへんさんだよへんさんだよりりりり    

いまだ梅雨明けせず，鬱陶しい毎日で，その上に，暑さ厳しく，気だるい日が続いておりますが，

皆様は夏バテなど大丈夫でしょうか。市史調査も，夏をピークに，各委員が市内外を飛び回っており

ます。皆様の所にもお伺いしましたらご協力をお願いいたします。委員と共に，この夏は，汗をかき

かき，元気に乗り切りましょう。 

美術工芸部会 ７月 19 日(金) 打敷調査 

 美術工芸部会 ７月 10 日(水)  近代美術作品調査 

｢打敷｣とは，仏壇に安置された本尊前の前卓に掛けられる四角或いは三角の布で，それに施された

刺繍は，当時の技術を結集した見事な素晴しい仕上がりになっています。これを一堂に集めた展示が

親鸞聖人 750 御遠忌記念事業で，｢うらら｣で開かれました，中には寄進年の銘があり，近世の時代の

ものが数点あって，織りの作品として紹介していく予定です。 

美術工芸部会では，個人宅に埋もれている作品やまだ

公表されていない作品を発掘しています。 

今回の調査は，個人宅にお伺いし，近代作家の作品を

中心に調査しました。 

先代が収集されたとのことで，日本画の軸物が多く，

橋本関雪，鈴木華邨，長華崖，徳永観林(写真作品)と，

当時来松し，知り合いに逗留して作品を画いた作家に，

さらに地元の二木紫石，新藤松華等もあり，画題も風景

あり，動物あり，花ありと多彩で，初物ばかりでした。 

産業部会 ７月 13 日(土) 農林業担当者会議 

産業部会が今年度よりスタート。まず，取り上げる産業の項目の柱を決め，繊維，工業，鉱山，温泉，

農林業を大項目としました。中でも農林業については，農業，林業の他に，漁業，藺草・畳表，茶製造

にも調査を広げ，聞き取りなど資料収集から始めます。 

いずれの分野も資料が少ないので，委員は鉄道博物館，京都大学，横山鉱業部(横山家)など，市外へ

飛び出し，収集に務めています。 

この他，漆工芸の作品として，吉田楳堂の重筥，香合を個人所有されており，これまで曳山など公

の場でしか見たことがなかったため，小品ではあるが，今回の美術工芸編で紹介していきたい。また，

陶工芸の作品もあり，松本佐吉の柿本人麻呂像は，佐吉の作品としては珍しい題材でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 は小松市史編纂事務局 (図書館 2 階) が閉室しています。 

＜８月のカレンダー＞ 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

市史編纂担当（小松市教育委員会生涯学習課） 

・住所 〒923-8650 小松市小馬出町 91 

・TEL  0761(24)8274 ・FAX 0761(23)3563 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

＜事務局８月の活動予定＞ 

・ ８月 13 日(火) 屏風等作品調査(美術) 

・ ８月 20 日(火) 呉竹文庫文書調査(村方) 

・ ８月 30 日(金) 産業部会 

・ ８月 31 日(土) 横山家鉱山調査(産業) 

＜事務局７月の活動報告＞ 

・ 7 月 10 日(水) 美術工芸作品調査(美術) 

・ 7 月 12 日(金) 都賀田勇馬作品調査(美術) 

・ 7 月 13 日(土) 農林業担当打合せ(産業) 

・ 7 月 19 日(金) 打敷調査(美術)･大杉調査(民俗) 

・ 7 月 27，28 日 鉄道博物館調査(産業) 

・ 7 月 28 日(日) 方言ＤＶＤ打合せ(民俗) 

・ 7 月 30 日(火) 医療関係文書調査(村方) 

         鉱山関係資料調査(産業) 

皆さんは，小松の町名をどれだけ言えますか。ただ今，｢民俗編｣発刊に向け執筆中ですが，聞き取り調査の

中で，町名わらべ歌というユニークな歌を本折町の築田浩さんが紹介してくれました。「一張羅の大島大島大島大島(大島紬

のこと)着て 島田島田島田島田髪結ふて 長田長田長田長田らしい 今日はどこへ 御館御館御館御館やら 天神天神天神天神詣りの帰り道 一服しようか梯梯梯梯で 

お茶でも飲もうか茶屋町茶屋町茶屋町茶屋町で 待つ人ないのに松任町松任町松任町松任町    細工師住んでいる細工町細工町細工町細工町    お城があるので殿町殿町殿町殿町で 殿

の御前に小馬出し 鷹匠住んでる鷹匠町鷹匠町鷹匠町鷹匠町    お諏訪の森や地子町地子町地子町地子町で 浜に続くが浜田町浜田町浜田町浜田町    米屋魚屋河岸端 西町西町西町西町 

京でもないのに京町京町京町京町で エンヤコラヤの材木町材木町材木町材木町    そのまた中が中町中町中町中町で じいさんばあさん詣らせて銭を取る

のが寺町寺町寺町寺町じゃ トンチンカンチン鍛冶屋町鍛冶屋町鍛冶屋町鍛冶屋町    凧に大きな大文字大文字大文字大文字    龍もいないのに龍助町龍助町龍助町龍助町    三日に市立つ三日三日三日三日

昭和 30 年代の京町交差点（博物館提供） 

市市市市    八日に市立つ八日市八日市八日市八日市    そのまた東が東町東町東町東町    子ども喜ぶ飴屋町飴屋町飴屋町飴屋町    若い衆喜ぶ

胴桶町胴桶町胴桶町胴桶町    もとよりここは本折本折本折本折で 都へ続く街道筋 そのまた上が上本折上本折上本折上本折    実盛

兜の由緒ある多太八幡多太八幡多太八幡多太八幡の宮があり それに因んで八幡町八幡町八幡町八幡町…」とまだ続く

そうです。大正の頃は，本もなかなか買えず，難しい地名も歌にして，

子ども達に伝えたのですね。楽しい歌い文句に自然と覚えられるよう工夫

されています。皆さんも口ずさんでみましょう。 

おおおお知知知知らせらせらせらせ    

事務局では，数え歌のような語り継がれてきた

民話や歌，言い伝え，伝承，民間信仰など何でも

収集しております。次世代に伝えたいことばなど  

ありましたら，下記にご連絡ください。 


